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研究成果の概要（和文）：　国境を越えて、国際的に通用する技術者倫理教育の学習・教育目標（22項目）を、
国内外のシラバスの精査・整理、及び国内外のエキスパートを対象とするデルファイ法によるアンケート調査を
実施することにより策定した。さらに、この学習・教育目標を、２領域、４カテゴリにに分類し、特に、情意領
域（価値・態度）の目標の重要性を示した。
　上記の学習・教育目標を達成するために、具体的に教育内容、方法、測定・評価手法等を含む教育モジュール
を開発し、その一部を英文化するとともに、有効性を検討した。
　計3回の国際ワークショップを開催する等して、技術者倫理教育に関する国際的なコミュニティを形成した。

研究成果の概要（英文）：The learning and educational objectives of engineering ethics education 
which can be used in various countries and areas without border have been identified through 
empirical methodologies including the thorough examination of syllabi of engineering-ethics-related 
courses as well as the Delphi survey to international panel of experts.  The objectives were 
classified into four categories in two domains (i.e., cognitive and affective) according to Bloom's 
taxonomy of educational objectives and the importance of the fourth category (i.e., values and 
attitudes) was re-emphasized.
Eight educational modules to achieve a number of identified objectives were developed and some of 
them were translated into English for the evaluation by international experts.
An international community of educators and researchers in engineering ethics was formed through 
various activities including three international workshops held in Japan.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 技術者の意思決定と行動は、正負両面で、
社会に大きな影響を与える。グローバル化が
急速に進む今日、技術者が影響を与える「社
会」は、一つの国や地域に限定されるもので
はなく、全地球的な「国際社会」である。従
って、21 世紀を担う技術者の育成において、
これまでのような専門領域での知識や能力
だけでなく、論理的思考力や問題解決能力な
どを含む個人あるいは専門職業人としての
資質や能力（personal and professional 
skills and attributes）や他者（自分とは
異なる社会的・文化的背景を持った人々を含
む）との建設的な関係を築くことができる資
質 ・ 能 力 （ interpersonal skills and 
attributes）が不可欠なことは、本課題の開
始当初、広く認識されはじめていた。これら
の能力・資質の中でも、倫理や技術者の社会
的責任の重要性は、様々な形で強調されてい
た。例えば、ワシントン・アコードなどを含
む国際的な技術者教育認定システムを統括
する International Engineering Alliance 
は、2009 年に発表した工学教育課程卒業者
が持つべき資質・能力（Graduate Attributes）
や技術者資格を持つものが持つべき資質・能
力（Professional Attributes）の中に、「倫
理的能力」を独立した項目として明示してい
る。また、理論や研究を偏重する工学教育を
変革し、技術者に必要な実践的能力の育成を
可能にするための教育改革を目指す CDIO 
Initiative が 発 表 し た CDIO Syllabus 
Version 2.0 (2011 年)においても高い倫理
的資質・能力が、技術者に不可欠であること
が謳われていた。 
 
(2) このような認識の下に、各国で技術者倫
理の教育が展開されていた。例えば、オラン
ダでは、工学教育において技術者倫理教育は
必須のものとして実践されており、米国の一
部の大学では、必修科目となっている。しか
しながら、教育の目標、内容、教育手法、測
定・評価手法は、各国で異なり、技術者の倫
理的能力を判断する国際的な共通基準など
はなかった。技術者の活動の場が、国境を越
え、グローバル化する中、このような状況を
早急に改善する必要があった。（技術者が活
動を行う国や地域は、文化的・社会的・宗教
的背景が異なる。例えば、日本で育成された
技術者は、イスラム文化圏では、どのような
倫理的判断をすればよいのか。） 
 
２．研究の目的 
(1) グローバル化が急速に進む 21 世紀の国
際社会において、技術者に求められる倫理的
資質・能力とは何か。それを育成するための
教育（教育目標、教材、教育方法など）はど
うあるべきか。また、技術者の倫理的能力を、
社会的・文化的な違いを超えて測定・評価す
ることは可能か。国際的な共同研究を展開す
ることにより、これらの問いに答えることが

できる倫理教育のためのモジュール型教材
の基本設計と試作、および、測定・評価方法
に関する試行的検討を行うことが本研究課 
題の目的である。同時に、本課題の成果を基
盤として、グローバル化する世界に対応した
技術者倫理の研究・開発・改善を継続的に推
進することができる国際的な共同研究コミ
ュニティの拠点を、我が国に構築することを
目指す。 
 
(2) より具体的には、以下の 4点を目的とし
ていた。 
① ワシントン・アコード加盟国を主な対象
とする技術者倫理教育の目標・内容・方法・
測定評価に関する国際比較対照表の作成：ワ
シントン・アコード加盟国と対照群（ヨーロ
ッパおよびアラブ圏における代表的な技術
者倫理教材および高等教育機関での倫理教
育科目を精査し比較・検討し、共通点および
相違点を明確にする。 
② 技術者倫理に関連する能力を測定する手
法の開発を試みる。 
③ 技術者倫理教育に関するグローバル・コ
ミュニティの形成：本研究課題の連携研究者
および海外共同研究者間で、Web 会議を定期
的に開催し、意見や情報の交換を行うととも
に、本研究の海外協力者を招聘した国際シン
ポジウムを開催することにより、研究の進捗
状況を確認し、同時に、我が国の工学教育に
携わる人々のコミュニティに対して、技術者
倫理教育の国際社会における状況に関する
情報を提供する。特に、我が国の若手の教育
者・研究者と海外の研究者が交流・情報交換
できる場を創出し、技術者倫理教育のグロー
バル・コミュニティを形成する。 
③ モデル・シラバスの開発と有効性の検証
及びモジュール型教材開発：本研究チームが、
平成22年度〜24 年度にかけて実施してきた
研究課題＜科学研究費補助金基盤研究（C）、
平成 22 年～平成 24 年度、研究課題「技術
者倫理教育の目的、方法、測定・評価に関す
る研究—モデル・シラバスの開発—」＞の成果
であるモデル・シラバスを基にして作成する
教育モジュールを、実際の教育現場で実践し、
その有効性を検証する。加えて、これらのモ
ジュールが、国際的に通用するか否かを海外
共同研究者とともに検討し、適用可能なもの
については、英語化し、国際的に通用する教
材とする。 
 
３．研究の方法 
(1) 本研究は、国内外の多くの研究者の共同
研究であるため、情報の整理・共有および研
究進捗の確認のために次のような活動を行
った。 
①Web 会議システムの構築 
②国際シンポジウムの開催 
③月例会議の開催 
 
(2) モデル・シラバス及び教材の英文化を行 



 

い、海外の技術倫理専門家および工学教育関
係組織に送付して、その有効性や、それぞれ
の国や地域での利用が可能かどうかなどに
ついて意見交換を行う。 
 
(3) 日本工学教育協会主催の技術者倫理教
育ワークショップを年一回開催し、本課題の
進捗状況を報告するとともに、技術者倫理教
育の経験を持つワークショップ参加者から
意見を求める。 
 
(4)海外の技術者倫理教育関係者を対象にデ
ルファイ法を用いた学習・教育目標に関する
国際的なアンケート調査を行い、学習・教育
目標の国際的な妥当性および利用可能性を
調査する。 
 
(5) 「国境なき技術者倫理教育の構築」国際
ワークショップを毎年一回、日本国内で開催
し、海外研究協力者を招へいして、学習・教
育目標およびモジュールの内容について、そ
の有効性および、協力者の国（米国、台湾、
韓国、オランダ、カタールなど）で利用可能
かどうかを検討する。 
  
４．研究成果 
(1)イスラム圏を含めて国際的に認められる
技術者倫理の学習・教育目標を策定し、その
英文化を行った。 これを最終的に「技術者
倫理の学習・教育目標 2016」として、詳細な
解説をつけて、日本語および英語で公表した。
尚、これらの目標は，ブルームの分類学に従
って、2 領域４カテゴリに分類され、これま
で技術者倫理教育では、その重要性は認識さ
れつつも、具体的には目標とされてこなかっ
た情意領域の価値・態度についても言及し、
これらが不可欠の目標であることを再確認
した。（分類については、表１を参照のこと。） 
 

表１ 「学習・教育目標」における２領域４カテゴリ 

領域１： 

認知的 

領域 

カテゴリ１：科学技術と社会・環境との関

係の理解＜知識・理解＞ 

カテゴリ２：技術者の役割，責務，責任に

関する理解＜知識・理解＞ 

カテゴリ３：倫理的判断能力と問題解決能

力＜能力・スキル＞ 

領域２： 

情意的 

領域 

カテゴリ４：技術者としての態度と共有す

べき価値＜態度・価値＞ 

 

 
(2)上記の学習・教育目標を達成するための
教育モジュール（表２）を開発し、その一部
については英文化を行うとともに、有効性を
確認した。 

表２ モジュール記号とテーマ 

記号 モジュール・テーマ 

モジュール０ 「幸せ」な技術者を目指して 

モジュール１ 技術者倫理を学ぶ必要性を理解する 

モジュール V ビデオ教材を用いた事例分析能力の向

上 

モジュール２ 責任ある研究・開発活動を進めるため

に 

モジュール３ プロフェッショナル技術者を目指して 

モジュール４ 組織の特質と社会的責任（ＳＲ）を理

解する 

モジュール５ 公益通報者保護法の理解と応用 

モジュール６ 特定領域（生命倫理） 

モジュール７ 科学技術の研究・開発（軍事技術の両

義性） 

 

(3) 3 回の国際ワークショップを開催すると
ともに、国内外の学会で発表することにより
技術者倫理教育に関する研究者の国際的コ
ミュニティを形成した。（ワークショップの
詳細については、丸山あや子・札野順，「「国
境なき技術者倫理教育の構築」国際ワークシ
ョップ 2013-2016」，『工学教育』，64-5，
pp.165-169，2016 を参照のこと。） 
 
(4)3 回の「技術者倫理ワークショップ」を日
本工学教育協会の主催で開催することによ
り、上記の成果を、国内の技術者倫理教育関
係者と共有した。  
 
(5)上記の成果を、工学教育に関する国際学
会（World Engineering Education Forum and 
Global Engineering Deans Council 2016）
および、職業倫理および実践倫理について最
も活動的な学会である Association for 
Professional and Practical Ethics (APPE)
で発表した。 
 
(6)本課題の成果、特に、国際的に通用する
技術者倫理の学習・教育目標をデルファイ法
を使って実証的に明確化したことについて
は、国内外で高く評価されている。米国にお
いてこの領域の権威であるマイケル・デイビ
ス（Michael Davis）氏からは、このような
仕事は、彼が知る限り、世界初であると賞賛
されている。また、台湾では、 Weng-Lin Hong
氏が、同様の手法で、台湾国内の学習・教育
目標を明確化するプロジェクトを、政府から
の研究支援を受けて実施している。国内にお
いては、日本技術士会倫理委員会が、学習・
教育目標およびモジュールについて詳細に
検討し、これに基づく教材の開発に着手して
いる。  
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